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沿岸環境と防災の
未来を考える
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（北方圏環境政策工学部門）

地球環境は100年後どうなる？
地球温暖化

・ 海水面の上昇
・ 台風の巨大化
・ 局所的豪雨
・ 生態系への影響

地震
・ 強震動
・ 津波

自然災害に対する防災は？
地震
台風，ゲリラ豪雨
火山

私達のやるべきこと，できるこ
とは何か？

3 出典: 環境白書（H24）

廃棄物の区分

4 出典: 環境白書（H24）

最終処分量の推移
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5 出典: 環境白書（H24）

最終処分量の推移

（産業廃棄物）

6 出典: 環境白書（H24）

最終処分量の残余容量と残余年数

7

7

建設材料の再資源化率・利用率

8

さらなる最終処分量の減量化
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9

海洋性地震とプレート

10

震源域

11

地震による橋梁の被害（1995兵庫県南部地震）

12

2011年東北地方太平洋沖地震
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13 14

2011年東北地方太平洋沖地震（津波）

15

津波の発生メカニズム

気象庁HP 16 気象庁HP

ghv 
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17

1896年6月15日 8.5 明治三陸地震 約22,000名
1933年3月3日 8.1 昭和三陸地震 3,064名
1944年12月7日 7.9 東南海地震 998名
1946年12月21日 8.0 南海道地震 1,443名
1960年5月23日 9.5 チリ地震津波 142名
1983年5月26日 7.7 日本海中部地震 104名
1993年7月12日 7.8 北海道南西沖地震 230名
2011年3月11日 9.0 東日本大震災 （18,487名）

津波被害の歴史

18

津波ハザードマップ

19

津波ハザードマップ

20

津波高さと死者率
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21

海岸構造物（防波堤）の破壊

○津波による力

釜石湾口防波堤（北堤）

八戸港八太郎防波堤

押波

○越流による洗掘

22

女川漁港南防波堤

○水位差による水圧不均衡

○波の回り込みによる洗掘

海岸構造物（防波堤）の破壊

23

堤防の標準断面図（例）

24

流出

裏法
の侵
食

海岸堤防の破壊
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波返工の
流出

海岸堤防の破壊

26

大田名部堤防（岩手県北部）

27

大田名部堤防（岩手県北部）

28

津波に強い構造物の工夫
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29

杭頭接合
コンクリート

鋼管杭

杭頭接合
コンクリート

鋼管杭

杭頭部補強

鋼管杭

複合構造化 グラウンドアンカーの利用

津波に強い構造物の工夫

30

粘り強さを付与するための工夫

津波に強い構造物の工夫

31

■北海道奥尻島 青苗漁港 ■気仙沼魚市場

人工地盤

32

地震に対する被災
前の耐震補強

コンクリートの
はく落防止

構造物の補強
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圧
密
対
象
層

A.P.-12.0～-20.0m

A.P.-52.0～-62.0m

非圧密層（砂層）

SD改良（完了）

管中混合固化処理土

埋立土
傾斜堤護岸標準断面

地盤改良（完了）
（低置換のSCP改良）粘性土層

第一航路浚渫土第一航路浚渫土

軽い粘性土系＝安定確保＝

床堀土砂の再利用床堀土砂の再利用

床掘置換

重い砂質土系

サンドマット（完了） 保護砂

築堤１（完了）

捨石

築堤２

実施状況；平成２０年６月２４日撮影

幅 ：約420m
延長：約2,020m
水深：-12～20m
面積：約95万㎡
埋立土量：約3,800万m3

（東京ドーム31杯分）

中仕切り提1

上部ブロック

再利用
上部ブロック実施状況

33

液状化対策

34

今後30年以内
震度6以上

35

現在予知できると思われている地震

36

北海道地方に影響のある海溝で発生する地震

地震調査研究推進本部資料
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37 地震調査研究推進本部資料

北海道地方の内陸活断層で発生する地震

38

対象津波 要求性能

レベルⅠ
・近代で最大
(１００年に一度程
度)

・人命を守る
・財産を守る
・経済活動を守る

レベルⅡ
・最大級
（１000年に一度程
度以上）

・人命を守る
・経済的損失を軽減する。
・特に大きな二次災害をひ
きおこさない。
・早期復旧を可能とする。

ハード対策とソフト対策の組合せ

津波に対する構造物への要求性能の設定例

39

 自然を知る
 自然を科学する
 危険性を評価・判断する
 危険を回避する

 持続可能性（サステナビリティ）を
確保する

 対応の多重性
ハードとソフト
緩和と適応

災害から暮らしを守るために


